
.

2031 年。この地域は子どもや若い世代、お年寄りなど世代や住んでいる年数も関

係なく、家族や地域がふんわりとつながっているからか、とても居心地がいい。普段か

ら「地域で出来ることは地域でやろう」という意識が根付いているからか、みんながい

きいきして、自分も積極的に地域に出ていきたいと思う。

まちづくり会館には、いつもたくさんの人が訪れていて、地域のことについてわいわ

いがやがや盛り上がっている。伝統や文化はしっかりと引き継がれているし、ジオパー

クも根付いてきて、積極的に活用しようと、地元の子どもたちと大人が一緒になって

活動している。

高齢化のため、自動車を持たない人も多いけど、地域で運営する交通手段がある

からか、お年寄りも積極的に外出している。最近顔を見ないと、誰かが様子を見に行

ったり、行政と連携して支援も行っている。

地域のつながりが、地域の未来を創っていくんだな。

10 年後のまちの物語

２つの「創る」

1 地域の未来を創る

Enjoy a Happy Life City Katsuyama



豊かな自然と歴史ある伝統・文化

勝山市は、中心を流れる九頭竜川、周辺を囲む 1,000m 級

の山々、市内に生息する希少な動植物をはじめとした豊かな生態系、古くから盛んな農林業

による美しい田園風景、歴史ある町家や神社仏閣、自然と調和した集落景観など、豊かな自

然と歴史ある伝統・文化にあふれたまちです。

活発な地域コミュニティ

勝山市のコミュニティ※の基盤は、昭和 6 年（1931）に勝山町と合併した猪野瀬村、昭和

29 年（1954）に合併した勝山町、平泉寺村、村岡村、北谷村、野向村、荒土村、北郷村、鹿

谷村、遅羽村の旧 1 町 9 箇村を基盤とした 10 地区です。市ではこの 10 地区を地域づく

りの単位として捉え、独自の自然や風土、培われてきた特有の伝統・文化を生かした、地域

住民が主体となった活動が展開されることで、地域のつながりが保たれています。

勝山市には、１１２の集落（区）があり、それぞれ行政区に位置付けられ

ていますが、特に人口および世帯の減少が進む旧村部では、社会奉仕や防

災訓練、伝統行事など身近な住民活動の維持が困難になってきています。

Ø 区画整理などで世帯数が増えた集落（区）では、若い世代を中心に地域活動への参加が

減少しています。

Ø また勝山市のコミュニティの基盤となる 10 地区では、人口減少にあわせて人口構成も

大きく変化し、年少人口や生産年齢人口が大きく減少していることから、地域の担い手

不足がますます深刻になっており、文化祭や運動会、敬老会、自衛消防など地域活動の

継続が困難になりつつあります。

Ø 高齢化が進むにつれ、自動車等を運転できない方が増えることが予想される中、暮らし

に必要な移動手段が求められています。

Ø 雪などの災害時に地域内で対応する相互扶助※の機能が失われつつあります。

かつやまの魅力

課題
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① 住民が地域を知り学び、地域の自然や景観、歴史・伝統・文化の保存・保護および活用

に取り組めるよう、地域の魅力づくりを支援します。

② 市内１０地区の特性を生かし、住民が主体となった小規模多機能自治や地域コミュニテ

ィ活動を活性化するための取り組みを支援します。

③ 地域の想いと主体性を尊重しながら、地域内外との連携促進、外部人材の活用などに

よる地域コミュニティの活性化を支援します。

④ 様々な世代が集い、人々がふれあう拠点となるまちづくり会館やコミュニティセンターを

整え、住民主体のまちづくり活動を支援します。

⑤ 地域の魅力向上に向けて、住民とともにジオサイト※や自然遺産、歴史・文化遺産の保全

に取り組み、これを教育活動に活用し、シビックプライド※の醸成を通じて地域の担い手を

育成します。

“地域の未来を創る”ための取り組みの方向性

第 3 章 政策目標 【 2 つの「創る」－地域の未来を創る 】

政策目標 1

活力あふれる

地域コミュニティを創る

地
域
の
未
来
を
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る



① 単独の集落では対応できなくなってきた防災減災や生活環境の維持活動、伝統行事な

ど、複数集落の共助により支え合える仕組みをつくるとともに、まちづくり会館等を中心

として行政協力員の活動を支援する仕組みを構築します。

② 従来の行政区単位ごとの行政協力員の配置を見直し、住民が活動しやすい規模で行政

協力員を再配置し、新しい単位での自治組織を構築します。

③ 集落の活動拠点として活用されている集落センター等の整備を支援します。

政策目標２

持続可能な集落を創る

第 3 章 政策目標 【 2 つの「創る」－地域の未来を創る 】
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域
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を
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① 住民が主体となって、地域内を効率的に移動する新しい交通手段を構築するなど、生活

の利便性向上に取り組めるよう、地域特性や住民ニーズを把握した新しい地域振興を支

援します。

② 雪などの災害から、暮らしの安全安心を確保するため、住民の助け合いを支援するとと

もに、住民と密接に連携し、まちづくり会館を中核とした小規模多機能自治の確立に向け

て、新しい支援体制を構築します。

第 3 章 政策目標 【 2 つの「創る」－地域の未来を創る 】

政策目標３

住民主体の

新しいくらしを創る
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関連する個別計画

勝山市地方創生総合戦略

勝山市男女共同参画基本計画

勝山市都市計画マスタープラン

勝山市立地適正化計画

勝山市文化財保存活用地域計画

勝山市公共施設等総合管理計画

勝山市公共施設個別施設計画

勝山市地域公共交通計画（仮称）

勝山市総合克雪・利雪・親雪計画

地
域
の
未
来
を
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る


